
<<スタッフセミナー>> 
 

教育研究の国際連携： 
 

アフリカでの調査・演習実施事例の紹介 
 

   長尾 眞文 
    （国連大学サステイナビリティ高等研究所） 



» セッション要旨 

 グローバル化する社会で活躍する専門的人材を育成するには、国際的
な教育研究を体験する機会の提供が不可欠である。 

  このスタッフセミナーでは、アフリカの大学との協力による修士・博士課
程院生の現地調査・演習を内容とする二つのプログラムを事例として紹介
し、そのようなプログラムの企画、実施、結果の評価について参加者間で
意見交換を図ることとする 。 
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大学/部局 プログラム ｱﾌﾘｶ側提携先 活動内容 参加院生 

東大 
ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨ学 
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰ
養成大学院 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾌｨｰﾙﾄﾞ
演習：アフリカ 
（ＧＦＥ・Ａｆｒｉｃａ） 

南ｱﾌﾘｶ：ｹｰﾌﾟﾀ   
  ｳﾝ大学 
ﾅｲｼﾞｪﾘｱ：ｲﾊﾞﾀﾞ 
 ﾝ大学 
ｹﾆｱ：ﾅｲﾛﾋﾞ大学 

提携先院生との合
同グループ・フィー
ルド研究の実施
（現地滞在：10日
間） 

東大院生 
 Ｈ２４：  ６名 
 Ｈ２５： １４名 
     （２ｸﾞﾙｰﾌﾟ) 
 Ｈ２６：  ８名 

 
国連大学 

ｻｽﾃｲﾅﾋﾞﾘﾃｨ 
高等研究所 

 
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾘｰﾀﾞｰ
ｼｯﾌﾟ･ﾄﾚｲﾆﾝｸﾞ･
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 
国連大学の連携協
定相手の8大学及
び派遣院生の所属
大学の提携先 

院生の個別現地
フィールド調査支
援 
 修士： ３ヶ月 
 博士： ６ヶ月 

国内大学院生（公
募） 
 Ｈ２４：  ６名 
 Ｈ２５：  ９名 
 Ｈ２６： １０名 



» アフリカの大学との教育研究連携推進の意義 
 

１．連携ギャップの存在 

   大学間学術交流協定締結数のサンプル・チェック 

       

 

 
 

        出所： 各大学ウェブサイト（2015年10月16日；但し、京大の数字は全学協定のみ） 
 

２．アフリカに対する世界的関心の増大 
 

 ・地球レベルの持続可能な開発の課題地域（飢餓・貧困・疫病・砂漠化・ 

  都市化） 

 ・近年の経済社会開発の加速化 （10億人規模の人口/5-6%の成長率） 
 

３．アフリカ諸国の日本に対する関心の拡大 
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アフリカ アジア 北米 

東大 5 131 56 

京大 5 47 23 

慶大 2 106 93 



» 話の背景： 国連大学のアフリカ高等教育ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ： ＥＳＤＡ修士ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

              （アフリカの持続可能な開発のためのリーダー養成プログラム） 
 

 ‐2008年～13年: 日本政府の支援で修士プログラム開発 

  ‐2014年： アフリカの8大学で3プログラム共同開設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  ‐日本側協力大学： 国連大学、東大、名古屋大、横国大、九大 
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イバダン・ラゴス 

ケープタウン 



» 事例１ 演習のスナップショット 
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» 事例1： 企画、実施、結果の評価に関する課題と対応 
 基本的課題： ① 安全の確保 

    ② 学生の自主性の尊重 

    ③ 演習効果の発現  

<企画段階＞ 

 １．現地大学との協定締結（学術交流/学生交換）＝＞演習の共同実施 

  ２．事前学習の実施＝現地大学の教員招聘・フィールド研究方法の学習 

 ３．学生主導による演習の準備（テーマ設定、現地大学院生との連絡） 

<実施段階> 

  ４．現地大学教員との二人三脚 

 ５．博士課程学生のリーダーシップ 

 ６．フォーマル・インフォーマルな振り返りを多用 

<結果の評価> 

 ７．現地演習終了時のフィールド調査報告（対現地大学、調査地域団体） 

  ８．帰国後、グループ報告書作成・提出、報告会の開催 

 [現在、本年3月に実施したＧＦＥ Ｎａｉｒｏｂｉの評価を院生主導で実施中] 2
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» 事例２： 企画、実施、結果の評価に関する課題と対応 
 基本的課題： ① 安全の確保 

    ② 研究調査環境の準備 

    ③ 研究成果の発現  

<企画段階＞ 

     １．派遣学生の「限定的公募」による選考 

  ２．国連大学と現地側受入大学との間の合意レターの交換（含受入費用） 

 ３．事前オリエンテーションの実施 

<実施段階> 

  ４．派遣学生の現地事情に応じて個別対応 

 ５．派遣学生による月例進捗状況報告書の提出 

 ６．受入大学の担当教員と派遣学生の出身大学の指導教員との連携 

<結果の評価> 

 ７．帰国後、報告書作成・提出、派遣学生合同報告会の開催 

 ８．受入教員および出身大学教員による研究活動評価 

 ９．派遣学生による自己評価 
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» 経験共有・意見交換テーマの提案 
 

 

 １．アフリカの大学との連携は安全と教育研究成果を担保 

  できるか？ 
 

 ２．アフリカ側提携先の便益と費用をどう考えるか？ 
 

 ３．学生の自主性と大学側の管理責任の間のバランスを 

       どう取るか？ 
 

 ４．短期人材育成プログラムの効果をどう評価するか？ 
 

  ５．教育研究の国際連携に大学事務担当者のプロフェッ 

   ショナル化は必要か？ 
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